
 

 

 

２０２０年６月 

朝７時バンコク市内出発 

コンドミニアムまでドライバーさんが迎えに来てくれるので楽々♪ 

今回は日本語ガイドさんも一緒です。 

メークロン路線市場も同じ方面だとガイドさんに教えて貰い、急遽立ち

寄り決定！こんな時、ガイドさんがいるととっても安心でスムーズです！ 

８時半通過の路面電車を見るには朝７時バンコク発がベスト。 

８時１５分路面市場に到着。時間までぶらぶら市場を立ち寄り電車を待つことに。 

普段は大混雑で歩くことさえ非常に難しいのにコロナの影響で観光客がゼロ。写真撮り放題！ 

早く元のように賑わってほしいです！ 

 

 

 

 

 

 

１０時２０分 ラチャブリー県のスワンプンエリアに到着 

バンコクから約３時間弱の所要。 

牧場の中にあるホテル『SWISS VALLEY HP RESORT』を見学。 

 

シンダイ車両で 

『ラーチャブリー』日帰りツアーへ行って来ました！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホテルのすぐ向かいにある『The Scenery Vintage Farm』も見学。 

タイ版・アーチェリー、ヤギや羊の餌やり、２０分程度の羊ショーもあります。 

園内はこじんまりしていて小さいお子様でも楽しめます。 

園内滞在は大体１時間～１時間半程。 

野外での見学が多いので帽子や日傘を忘れずに！ 

周辺にあるレストラン（エアコン付）は救い・・・・ 

 

 

スイスバレーの名前の通り・・・ 

羊や馬が牧場の中を自由に動き回り、まるで異次元（スイス）にいるような感覚！？ 

羊の餌やりや乗馬は全て無料。 

部屋数自体が少なく、ホテル宿泊者しか牧場に入れないので 

ゆっくりした時間を大自然の中で過ごせます♪ 

その他、今回は時間の関係で見れませんでしたが、『La Toscana resort』 

『The Scenery Vintage Farm Hotel』など、お好みに応じてホテルアレンジ OK！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４時００分 ランチを食べて、楽しみにしていた『アルパカヒル』へ GO！ 

広大で動物の種類も多く、アクティビティが揃っています。 

アルパカご対面も・・・ふさふさの毛が刈られていてショック！ 

『アルパカヒル』名前の割にアルパカは数えるほどでしたが・・・ 

アルパカ以外に鹿や山羊への餌やりもできます。 

しかも直接触れる動物が多いです！！（感激） 

カピバラやフクロウにもタッチできてちょっと感動♪ 

スタッフは動物慣れしておりとってもフレンドリーで一番楽しめる場所でした。 

園内滞在は約２時間～半日 

とに 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モアイ像が突如現れるだけでなく、ストーンヘンジ！？があったり 

モアイ像のあるトイレもとっても可愛いです♪ 

タイ人には撮影ポイントになっています。ぜひ実際に足を運んでみて下さいね！！！ 

 

１６時３０分 帰路の道中『CORO Field』でカフェ休憩 

ゆるキャラのお出迎え～ 

２０２０年６月現在、メロン栽培ハウスは見学不可でした。 

北海道メロンや紫芋を栽培していて、アイスクリームやパフェが楽しめます♪ 

メロンをその場で堪能できたり、メロン味のドレッシングやジャムも買えます。 

店員さんに聞いておすすめメニューをオーダー。うまっ。 

 

道中、突如として現れるインスタ映えポイント 

☆巨大!!緑のガネーシャ 

☆モアイコーヒー（カフェ） 


